
日本天文学会2011年秋季年会

W73a

すざく衛星搭載硬 X 線検出器広帯域全天モニタ部 (HXD-WAM) の現状
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「 すざく 」に搭載された硬 X 線検出器 (HXD) の広帯域全天モニタ部 (WAM) は、HXD 主検出部の周囲に配
置され全天の約半分の視野を観測し続ける全天モニタである。WAM は 50 – 5000 keV に渡る広帯域と高い検出
面積 (400 cm2 @ 1 MeV) を持ち、GRB、SGR、太陽フレアといった多数の突発天体現象を観測し続けている。
打ち上げから 6 年を経過した現在も順調に動作を続けており、2005 年 8 月から 2011 年 5 月までの観測期間で
GRB が 855 個、GRB 候補イベントが 478 個、SGR が 378 個、太陽フレアが 263 個検出されている。WAM
は応答関数の向上のため、Swift 衛星 BAT 検出器チームと Wind 衛星 Konus 検出器チームと相互較正を行い、
3検出器間でエネルギーフラックス 20% の範囲で較正されている (Sakamoto et al., 2011)。GRB に関しては、
これまで観測された GRB のカタログ作成を進めており、第一弾として打ち上げ時の 2005 年 8 月から 2008 年
12 月まで約 500 GRB について論文としてまとめる予定である (本年会 大森講演)。本講演では 2010 年春季年会
以後の WAM 検出器の経年変化や、軌道上での較正 、GRB 等の個々の天体イベントの観測の現状に加えて、ス
ペクトルデータ公開の準備やWAM で観測されたイベントのカタログについて報告する。


